
政策　01　みんなで支えあう健康のまちづくり

施策　05　障がい者福祉の推進

あるべき姿
◇施策がめざす尾張旭市の姿
障がい者が安心して生活し、社会参加できています。

■施策の成果状況と評価

在宅で生活している障がい者の割合（％）

【福祉課】

評

価

（状況）前年度に比べ、実績値（H30)が0.1ポイント増加した。
（原因）これは、高齢者の増加に伴い障がい者数も増加してい
るが、死亡や退去等により施設入所者数が2名減少したためと考
えられる。

算定式（在宅障がい者数/全障がい者数）⇒（3,407人-30人）/
3,407人⇒99.12％≒99.1％

基準値
(H24)

実績値
(H29)

実績値
(H30)

目標値
(H30)

対
基準値

98.9 99 99.1 99

（向上）

対
前年度

（向上）

指
標
①

（達成）

目　標
達成度

グラフの凡例　■：基準値及び目標値、◆：実績値



■基本事業の成果状況と評価

基本事業01　障がい者の社会参加の促進
障がい者の自立支援サービス受給者数（人）

【福祉課】

評

価

（状況）前年度に比べ、実績値（H30）が5ポイント増加した。
（原因）障害福祉サービス事業所の増加、発達障害やうつ等の
精神障害者の増加等に伴い、就労系サービスをはじめとした利
用が増加傾向にある。サービスの利用により障がい者の社会参
加が進んでいる。
※年間実利用者のうち、施設入所支援及び児童福祉法による
サービス利用者は除いている。

基準値
(H24)

実績値
(H29)

実績値
(H30)

目標値
(H30)

対
基準値

267 450 455 285

（向上）

対
前年度

（向上）

指
標

基本事業01　障がい者の社会参加の促進
施設入所から在宅生活への移行人数（人）

【福祉課】

評

価

（状況）平成29年度実績を1ポイント上回り、平成30年度の目標
値を達成した。
（原因）地域移行部会（瀬戸保健所主体）が結成され、関係機
関への周知が進んだため。

基準値
(H24)

実績値
(H29)

実績値
(H30)

目標値
(H30)

対
基準値

1 1 2 2

（向上）

対
前年度

（向上）

指
標

基本事業02　障がい者の自立支援
障がい者支援ボランティアの人数（人）

【福祉課】

評

価

（状況）前年度に比べ52人減少した。
（原因）平成29年度末で1団体（会員数56人）が解散したため。

基準値
(H24)

実績値
(H29)

実績値
(H30)

目標値
(H30)

対
基準値

292 288 236 320

（低下）

対
前年度

（低下）

指
標

基本事業02　障がい者の自立支援
地域生活支援事業延べ利用者数（人）

【福祉課】

評

価

（状況）平成29年度実績より地域生活支援事業延べ利用者数が6
04ポイント上回った。平成30年度の目標値も921ポイント上回っ
た。
（原因）障がい者の増加、介助者である親の高齢化や就労等の
理由により、移動支援や地域活動支援センターを利用する者が
増加したため。また、訪問入浴サービス事業所が1ヶ所増えたた
め、利用者の増加につながった。

基準値
(H24)

実績値
(H29)

実績値
(H30)

目標値
(H30)

対
基準値

2,252 2,617 3,221 2,300

（向上）

対
前年度

（向上）

指
標

（達成）

目　標
達成度

目　標
達成度

（達成）

目　標
達成度

（---）

目　標
達成度

（達成）

グラフの凡例　■：基準値及び目標値、◆：実績値



基本事業03　障がい者の人権擁護
障がい者の虐待件数（件）

【福祉課】

評

価

（状況）前年度実績値より1ポイント減少した。
（原因）前年度の虐待通報のあった2ケース（姉弟）について、
終結したようにみえたが家族がグループホームを退去させたり
障害年金の使い込みが見られたため経済的虐待と認定した。そ
のため、成年後見センターや基幹相談支援センターと連携し、
訪問等による安否確認や後見人市長申立手続などを進めてい
る。

基準値
(H24)

実績値
(H29)

実績値
(H30)

目標値
(H30)

対
基準値

0 3 2 0

（低下）

対
前年度

（向上）

指
標

（---）

目　標
達成度

グラフの凡例　■：基準値及び目標値、◆：実績値


